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成長理論と分配理論の史的展開 C1 J 

小林好宏

序論

本稿は，巨視的動学的体系の中で分自己の問題がどのように位置づけられる

かを解明することを目的としている。この問題はふたつに分かれるO ひとつ

は短期的変動あるいは長期的成長の過程で分配率がどう変わるかというこ

と，ひとつは，所得分配の態様が変動や成長の過程にどう影響するかという

ことであるO このことは，動学過程におし、て貯蓄がどのように位置づけられ

るかとしづ問題と密接に結びつく O 周知のように利潤からの貯蓄性向と賃金

からの貯蓄性向とを区別するならば，分配率の変動は経済全体の貯蓄性向に

影響を与えるであろう。ひそれは一方では乗数効果に変化を与えるが，同時

に蓄積源泉の変化を通じて投資に変化を与えるO 貯蓄は一方で、は有効需要の

圧迫要因であると同時に，他方では長期的な蓄積の源泉である02〉

経済成長をみる場合，投資が成長を規定するという見方と，貯蓄が成長を

規定するという見方に分かれるO と同時に分配率をみる場合，投資率が分配

率を規定するという見方と，逆に分配率が投資率を規制するとし、う見方に分

かれるO 投資の主導性を強調するのは，ケインズ的立場であり，貯蓄を主体に

みるのは，古典的立場であると言えよう。本稿は，このような投資，貯蓄，

分配率の根互関係が，これまで、の理論体系のなかでどのように位置づけられ

てきたかを検討することを当面の課題としているO

1) N. Kaldor; Alternative Theories of Distribution. in Essays on Va!ue and 

Distribution. 

2) 拙稿:貯蓄の二面性「山口経済学雑誌J14巻 5号
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単位当り産出量をとると(資本+

労働〉の平均生産力，限界生産力

は，それぞれ Ap，Mp両線で示

されるO

(資本十労働〉が OA のとき，

(賃金十利潤〉はAB，地代BC，

であるO

地代の決定理論はまさに限界原

第 1図 理であり，賃金は制度的あるいは

人口の動態等の要因によって与えられる結果， (資本十労働〉の限界生産物

の中での利潤と賃金の分配関係は，剰余原理であるO 理論史上の意義として

は，むしろ限界原理が重要である。これは限界生産力理論の発展史上ひとつ

の位置を占めていると同時に，他方，今日の独占価格論の発展の上で，同じ

くひとつの位置を占めているO すなわち差額地代原理は，生産条件が不均質

である結果費用の格差が生じ，他方，価格が限界生産者の生産価格で決定さ

れた場合，丁度差在員地代に相当するものが独占的超過利潤となるという意味

で今日の独占価格論の基礎をなす。

ところで，地代の分配率の動向を知ることは，限界生産力理論による分配

の性格を知る上で重要であるO ひとくちに言って，それは全く技術的要因に

依拠しているということであるO

キIJi間総額をlTとすると，寸了+Aは

lT+A=f'(且)11 (1・ 8)

(資本十労働〕の報酬の分配率は

五士主ー=B旦12J12L (1・9)
Q f(11) f(日)/11

これは(資本+労働〉の平均生産力と限界生産力の比であるO

地代の分配率は

R(11) -f'(11)11 
Q f(11) 
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d.Q -. d.Q 与 >0，おり0，

の関係があるO それぞれの比率は，実質値であらわした場合と同じであるO

この場合(資本+労働〉の限界価値生産は 1で一定であり，収穫逓械に逆比

例して価値が騰貴することを示しているO

以上は賃金，利潤，地代の三つの要素報酬の分配関係についてみたもので

あるが，資本と労働の二要素について，資本を一定とし，雇用量が増加する

につれての分配率の変動は， 8を雇用量Nにおきかえることによって示され

心。 1図の Ap，Mp両曲線は，それぞれ労働の平均生産力曲線，限界生

産力曲線となる。 dをNにおきかえれRを7了におきかえ， lT+AをAにおき

かえると，前述の議論は，設備一定のもとにおける雇用量の増大にともなう

分配率の変化の問題におきかえることができる。

Q=f(N) 

f'(N) >0， f" (N)<O 

a=a 

ーπ=Q-f'(N)N

=f(N) -f'(N)N 

d1T dN = -f" (N) N>O 

A=f'(N)N 

分配率は

す f(N) -f' (N) N 
Q - f(N) 

呼 f'(N)N
=1ーマTNr
Aτ「
一一-Q - ~ Q 

_ f'(N)N 
f(N) 

このような体系として表示しうるO 次に価格表示であらわす。

w=育ニPf'(N)

w=ニwN

( 1・1)' 

( 1・2)'

( 1・3)' 

( 1・4)' 

( 1・5)' 

( 1・6)'

( 1・7)' 

( 1・21)

( 1・22)
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( 1・23)Y=PQ=Pf(N) 

Y は貨幣所得ーであるo W 一定であるw;之貨幣賃金率， W は貨幣賃金総額，

カミら
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(l . 2~5) 式をNに関して微分すると

(I • 26) 
dY _ ，__， dP 
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Yの増Nの増大iこともなう分配率の動向は，貨幣賃金率が一定であるから，
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d2P， ̂ ..  d2Y 
[Pfll (N) -2Pfll (N) J> 0であるo したがってdN2>0なら dN>0とな

るO すなわち価格の上昇率が逓増的ならば主旦は増大する O ということは収
Y 

穫逓減の度合いが激しければ立とは増大することを意味する。
'Y  

r (~T\I fll I1¥.T¥ dP¥ 】
d2P ~ -f (N)( f" (N)一一+Pf'''(N)l+Pfll(N)斗一一一=( ¥ dN ' A A ¥"/)'  A A ¥A'/ i (1・30)
dN2 、 ' J

{ -f(問}2

d2P 
(1・ 30)において， flll(N)豆Oならば， dNー>0となるof"l (N) =0の場合

は， Ap，Mp両曲線がリニアーな場合である O

以上を要するに，リカードォの限界原理にもとづく分配理論は，全く収穫

逓減という技術的関係に依存していることがわかる。この原理は新古典派の

分配理論へと受けつがれるO

1) Dawid Riαrdo， On the Principles of Politi:Jal Econorny and Taxation.小泉信

三訳「経済学及び課税の原理」 岩波雲庖。

2) この定式化は. 日.Barkai， Ricardo on Factor Prices and Incorne Distriblltion 

in a Growing Econorny， Econornica， AUgllSt， 1959.にもとづいている。河様な分

析を行なったものに.大野吉輝「目視的分配理論J1965年がある。

3) この場合.投下される資本も労働量に還元して考えることができる O

4) この点については斎藤謹三「総供給函数と巨視1]'9分配j経済研究13巻 4号を参

考にした。

[BJ リカードォの成長体系

経済成長は基本的には資本家によってもたもされる。地主は不生産的階級

であって，彼等の所得は殆んど幸子{多品の消費に向けられる。労働者は必需品

を購入する。利潤は資本蓄積にふりなけられるO 資本蓄積の進行にともなっ

て利潤率が抵下することは先に示した通りであるが，矛IJ潤は資本蓄積の誘因

でありラ矛IJ潤率がゼロまで低下すると，そこで蓄積は止み，定常状態とな

るO

ノミシネッティ 1)は必需品と奪{多品の二種商品の生産が行なわれる経済にお
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げる均衡状態を数学的に定式化している。まづ，それにしたがって検討して

みよう O 次の仮定をおく O

(i) 賃金財はこくもつのみから成るO

(ii) こくもつ生産には 1年間要するO

(iii) 資本はことごとく賃金支払にふりむけられるO すなわち固定資本は捨

象し，賃金費用のみから成り 1年間で回収されるO

(iv)不変の価値尺度としての金があり，それは奪{多品である。価格は金で

はかられるO 貨幣単位は 1年間に 1人の労働者によって生産される金の

量を基準にするO

土地一定で，その肥沃度について知られているとする2:，こくもつ生産は

次のように示される。

QFf(Nl) 

Qr=l年間に生産されたこくもつの物量

Nj=こくもつ生産に雇用される労働量

関数は次の性質を有するO

f(O)>O 

f'(O)>a 

f" (Nl) <0 

丞は自然賃金率。2)

(1・001)

(1 a) 

(1 b) 

(1 c) 

(1 a)は，労働が雇用されなくとも土地は何らかを生産するか，又は生産しな

いかのいづれかであることな意味する。 (lb)は，最初に土地が用いられる時

二は最も肥沃な土地が用いられラそれは実質賃金以上の生産物をもたらす

ことを示す。 (1c)は収穫逓減の法則であるO 金の生産関数は次のように示さ

;11.-るO

Q~=αN~ 

Q~ ・・・ 1 年間\'C生産される金量

N~・・・金生産に雇用される労働量

α…ー .1人当り金生産量

(1・002)
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N=Nl+N， (1・003)

(1・004)

(1・005)

(1・006)

(1・007)

W=Na 

K=W 

R=f(Nl) -Nlf' (Nl) 

lTl=Ql-R-Nla 

RI土年地代， Tilはこくもつ生産における利潤， Wは賃金支払額であり， K

は資本である。

(1.004)は仮定 (iii)をあらわしている。 以上を価債のタームであらわず

と次のようになる。

PIQI-P1Rニ Nl

Pl=こくもつ価格

P2ニ金の価格

P2Q2=N2 (1・009)

生産物の価値は，それを生産するのに要する労働量で定まるo (1.001)， 

(1・008)

(I・ 002)，(1.00めから， (I. 008) と (1・009)I土次のように書ける。

P，= ~ Nl~ 
ム QI-R

1 
f' (Nl) 

P2=よ
α 

(8 a) 

(9 a) 

金生産部門の利潤と経済全体の総利潤は次のようになるO

P2lT2=P2Q2-N2Pla 

lT2・・・・金産業における利潤

T了=PIQl十P2Q2-PIR-PIW

τT......虫色利j閤

(I . OOI)~(I・ 010) を代入するとc1 . 011)は次のように書ける。

)
 
ハU
噌

a
i
ハり
• 宅

t占(
 

(1・011)

守=(Nl+N2) (1一九α(11a) 

ここまでのところでは，価値の理論と分配の理論は含まれているが，支出面

はまだ含まれていなL、。リカードォはセイ法則を前提にしている。生産され

たものはすべて購入されるO 労働者は必需品をj持入する。資本家は蓄積し，
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φ(士 (1・018)

(8 a)又は (lla)から

(N(f' (N) (1・019)

として

φ(0 。
φo  

(19 a) 

るのi土aおぶえ Tf 0となるとき マ
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Nl→∞ 
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治安f，ダイナミッグ

l主:i三

J 通

しむ

L、カミ
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，~ るiことどまりている。 ともなう
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それであるO そこでこれを経済成長の過程に拡張すると次のようになるO

(1・ 001)~(1 . 016) と各変数の資本に関する微分をとると，成長体系が示

される。

dN 1¥ 八

dK a '" ~ 

dN1 _ 1 f ， (N1) f" (N1))-1¥凡
dK 邑 lム[fI (N 1) J2 j /' ~ 

'dN2 _ 1 i ， [f' (N1) J2 i-1¥ ハ
dK a tム f(Nl) fll (N1) j '" ~ 

dQ1 _ [/ (，，-， ¥ dN1 ニfI(Nj)・一 >0 
dK dK 

dQ2 _" dN2¥A 
dK -dK"'-

4E4>0 
dR dN， 
ー =-N1・fll(Nj) ・ >0

dK 

dP1 _ -111 (N1) . dN1¥A 
clK [f' (Nl) J2 clK '"ν 

clP2 日

dK 

clP， 
一一=十一~~;>0 clK dK 

drニ豆主主<0
dK a dK 

(1・021)

(1・022)

(1・023)

(1・024)

(1・025)

(1・026)

(1・027)

(1・028)

(1・029)

(1・030)

(1・031)

微分:主任。 001)~ (1・ 015) からえられる。 不等号ーは(lb)， (lc)， 

(1.015)， (1.016)からと (1• 021) ~ (1 . 031)の間の他の不等号から導

カミ，1Lるこ

労働者数，物的生産量，賃金支払額，地代総額，こくもっ価格，貨幣賃金

率ラこれらはすべて資本蓄積が進行するにしたがって増大する。利潤率は低

落するc 主主矛IJ~間の動向は (11 a )から

.iTi =_1一日興-1十K.11221L.1EL1 (1・032)
clK {' (Nl) l a fl (N1) clK j 

dN， 
定常状態以前には(lc) と (1・022)から， f川町くO，It>O，更に
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の されねばならない。

1) Luigi L. Pasinnetti; A Mathematiω1 Formul註tiOl1of Th日決eむardianSystem， 

Review of Economic Studi撚 Feb.1960肇

2) 五当然的均衡右fもたらす賃金2殺なあり.この水殺のもと が安定すると考

えら，hている。

3) Pasinetti; op cit pp 87~88. 

2. マルクス体系における成長と分配
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(2 俗 2)
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(2・S)
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かくて各部門の総産出量の方程式は， ll1.， 11， sで表現すると次のように

なる O

「ョ「ー 1ms . L-l C1+ー主+~m(l-s) 十ど日~+よ目L
n 11 n十 1. n(n十1)

1. 

(2・17)
Co ， Co ， • Com只 C2C~ 十一L十 '-'2 m (1-s) 十一土ー+~目L
n 11 n十 1. n(ロ+1)

II. 

需給均衡条件は次のようになるO 生産手段への需要と供給の均衡は

C1十主盟三十C2十主坦E
ー
=C1+主主+C1 m(l ゆ十主盟三十一生虫Ln十 1. -". n+ 1 -，. 11 . 11 ...，. ~/' 11+1 . 11(11+1) 

(2・18)

C.十主坦空 C1十主主m(l-s) +主主旦L
.1 + 1 n 11 ... ，. ~/' n (n十1) (2・19)

消費財部門の需給均衡も同様である。 (2・19)から，両部門の不変資本の均

衡比率は次のように導かれるO

(2・20)C1 _ n2+11+11ms 
C2 11m十n十m十1-nms

動怒的な均衡のもとで両部門の不変資本の均衡比率は， 11， 立1， 5の三者で

あらわすことができる。貯蓄率sの増大はらに対する C1 の比率を大なら

しめるO 両部門におし、て 11とm が等しいとするならば， CdC2の増大は

WdW2 の増大を意味する。すなわち蓄積率が大である程，生産財部門がよ

り優先的に発展することになる。生産財部門の不均等発展の度合いのマキシ

マム;ヱS= 1. 資~三家の出費ゼロであり， ミニマムはS= 0， 単純再生産で

あと c

もしこのような均衡条件が充たされるならヲ経済はJえのように成長JνJ  

くご にー?

るc 生産財部門についてみると， t期の不変資本 C1t(土，

(2・21)C，t唱向。(n十1十111S¥ / ¥ 
C1t = Clt・1 十~.l'二主~=Clt-l (一一一一一一一一)ニニClt-111十一一一一)

口十 1 ¥ 11+1 ) ¥ 11+1/ 

を rとすると

(2・22)

11ヲ 立I， 5の三者で示される。

r = ps (2・23)
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それ放に

となるO

dmi > mi(l十mi)
dki く 1+ki 

dρ>ハ
dki <~ 

dmi _ mi(l+mi) 
dki 1十ki

にしたがって

ならば， Kiの増大にもかかわらず，利is¥lネは不変に保たれる06〕

1) r資本論』 第2巻。

23 (213) 

(2・26)

2) 均衡成長モテ〉レにおけるひとつの主要な問題は.体系がそこへ収飲する傾向をも

つという意味で、その均衡径路が安定的か.あるいは.均衡から離れるとますます離

れるという意味で不安定均衡か.という均衡の安定住をめぐる問題であるが.マル

クスの表式は.そのような意味での均衡径路ではなく.論理的に可能なパラソスで

あると考えられる。

3) R. F. Harrod; Towards a Dynamic E∞nomics 1948， 

4) J. Robinson ; The Accumulation of Capital 1956. なお.新著 E百aysin the 

Theory of Economic Growth. 1963では.実質資本労働比率といっている。

5) 1. Moravcik The Marxian Model of Growth and the General Plan of Soviet 

Economic D巴velopment，Kyklos. 1961， Fasc， 4. 

6) たとえば H. D. Dickinson ; The falling rate of Profit i11 Marxian Economiじら

The Review of Economic Studies， Feb 1957参照。

[B] マノレクス体系とうよ配率

マノレクスにおける分担の原理は，いうまでもなく剰余原理であるO

の決定は剰余価値率がどのように決まるかに依存する。

キiJi間の分配率は

M m 
y 1トロ1

労働のうf配率は

(2・01)
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，科i間率と ると次めようになる。

J¥、 Io ヲと
》

hν

I日出羽9・5・ n (2・03)

ょう とができるc

Io= Co ・ • r (2・04)

Yo之謂から

kL (2・05)

る。 .03) も::，Y 勺ヂ

イギ〉

し
) 

1.10 Io 
-…一之江-
Yo n十1 Yo 

(2・

るカミ

又:

m 
(2・9?j

る nちち とするい事

rn 

1十111
る。 このiJ'ょこちは，

と

;二it， 7ごカト:::r;レタ -、ノρ
L、 るi設り:ヱラ n， D1， S 

るO もっといえば， 11，τ1 

の 2) 。
m 雫 sはう よ

つ なる wであろう。しすこがって とっての



成長燦論と分配滋誌の史的経開〔日小林 25 (215) 

111 -l.1ト戸、1-
」一ω 、ーい る。 m は次川、ー され

(1)と{訟の強

もとづく mの増

ァ

屯〉。

り，

る。 マノレタス?主:

て

されるにつれて，

どうあろうとも ろう

ない……jぬ という。したがって，マルクスにあっては，

ざるをえ

とヲぶ三

ln~ :t られるc

m 

さ

，開

る。

マルクス

J♂ 

伐つ
ムザ

3F

7

0

 

手

る

nをつくり

出

A 

増大し

自

仁iのえ犬猿と

ヨえの

IIう変fじず

ふ_e 
io-.. 亨

リム い よ了、 M 命.'¥ユー ア r
ノヌJ…「オ以γ日、， に」 しA

なるがラマルクス

主くえとなっ，

心。

ロについてのもうひとつのメカニズム

り， ラむしろそj とし



26 (216) 
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障害をとり除くために，絶対的剰余価値の生産の方法に限界があるならば，

当然 nを増大させるO だが立の増大は利潤率の低下をもたらすという一面を

もっO この点は明確さを欠く o nの上昇ーが，もし一層のmの上昇をもたらす

なら，資本蓄積率が労働供給の増加率をかなり上廻っても，成長が可能であ

るO マノレクスにおける最大可能成長率は，技術進歩率をし労働人口の増加

率を，1，資本の有機的構成の高度化率をげとすると，近似的に

λ+ t - n' 

とあらjっす』ことができるO

マルクス体系は，分配率，貯蓄率が投資率を決定するというパターンを示

す。そして投資はffi，ρの低下によって低下するが，有効需要の不足が投資

を停滞させる側面は，積様的に示されなL、。マノレクスにあっては剰余価植の

生産に力点がおかれ，剰余価値の実現の問題は，論理的明確さをもって体系

に導入されているとはいい難し、。その意味で、マルクスもやはり古典派的であ

7 

CJo 

1) ~.Kaldor Alternative Theories of Distriblltion， in Essays on Vallle and 

Distriblltion， 

3) すなわち貯蓄が投資されるというパターンであり.分配率の変動が投資率を決め

るO ただしそれは.あくなき蓄積街動を前提とした上でのことであり.投資を制約

するのは.剰余価値の実現の条件ではなく.投資資金の供給である O

3) :r資本論J長谷部訳.青木文庫.818-9頁。
4) :r資本論J邦訳 998頁。

5) :r資本論J邦訳 953主主0

6) r資本誌は邦訳 962頁。




